
第４号様式（第９条関係）

年 4 月 2 日

日進市議会議長 　宛て

議員名

年度政務活動費収支報告について

日進市議会政務活動費の交付に関する条例第９条第１項に基づき、別紙のとおり

2026

2025

ごとう　みき

2025年度政務活動費収支報告書を提出します。



2025年度政務活動費収支報告書

議員名

　　政務活動費 円

円

（単位：円）

円

広　聴　費 0

合　　　計

0

0

0

8,600

154,890

「福祉のひろば」2025年
４月～2026年3月分の定
期購読代。『あいちの保
育問題資料集』の購入代

要請・陳情活動費

会　議　費

資料作成費

資料購入費

調査研究費

研　修　費

広　報　費

0

２　支　　出

１　収　　入

ごとう　みき

-4,890

154,890

150,000

備　　　考項　　　目

146,290

0

金　　　額

３　残　　額

第20回全国市議会議長会
研究フォーラム、第87回
全国都市問題会議の参加
費、視察参加費、交通
費、宿泊費



年 月 日 事 業 名 事 業 概 要 及 び 成 果 等 

2025年8月27日

～8月28日 

 

 

 

 

 

 

 

2025年10月９日

～10日 

 

 

 

 

 

 

 

 

通年 

 

 

 

通年 

研修費 １ 

第20回全国市議会議

長会研究フォーラム

in札幌 

 

 

 

 

 

研修費 ２ 

第87回全国都市問題

会議 

 

 

 

 

 

 

 

資料購入 １ 

「福祉のひろば」 

 

 

資料購入 ２ 

「あいちの保育問題

資料集」 

１．北海道札幌市（8月27日、28日） 

◇視察目的 

第20回全国市議会議長会研究フォーラムin

札幌へ参加。 

◇成果 

 地方自治の歴史と役割、現在の課題と未来

の担い手を広げる実践を学べた。 

「調査視察等の報告書」第5号－2様式①参照。

 

２．栃木県宇都宮市（10月9日、10日） 

◇視察目的 

 第87回全国都市問題会議へ参加。 

◇成果 

 公共交通を活かした街づくりについて、日

本や海外の事例を学べた。企業がどのように

立地を選らび、地域経済に根を下ろすのかを

現地視察で学べた。 

「調査視察等の報告書」第5号－2様式①参照。

 

 １．全国の社会福祉法人の実践事例、生活

保護の現状など役立った。困難な事例からも

人権を大切にする姿勢を学べた。 

 

２．県内自治体の保育園の概要、保育士や

職員配置の資料。議会質問の参考になった。 

参考 第１号様式 
 

政務活動事業実績報告書 
 

 
議員氏名 ごとうみき 

 

 
   ２０２５年度政務活動費に係る事業実績報告書を次のとおり提出します 

 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 



調査視察地等の報告書 

2025年 9月 25日  

 

 日進市議会議長  
  福安淳也 様 
                    

議 員 名  ごとうみき 

                    

実施年月日 2025年 

    8 月 27 日から 

               2 日間 
    8 月 28 日まで 

行き先 

北海道 

札幌文化芸術劇場 hitaru 

目 的 第 20 回全国市議会議長会研究フォーラム参加 

報告事項 

1日目 基調講演 「主権を預かる誇りと責任」伊吹文明元衆議院議長 

 地方自治とは、大きな権力に対して自分たちで決めて責任を持っていくこ

と、との提起があった。大日本帝国憲法下では「内閣」という言葉がなく、天

皇が全権限をもっていた。戦後、日本国憲法の下で「地方自治」が確立してき

たという歴史と役割が話された。地方議員は住民自治そのものであり首長をた

しなめる役割がある。首長と議会の意見が違った時は、法律に従って議会解散

ができ、その繰り返しが何度でも続く、との話しに、あらためて、住民から選

挙で選ればれた議員の役割と権能を感じた。 

 また、伊吹氏の政治経験や郵政民営化時の国会解散にいたった経緯、憲法改

正時に「地方自治をどこまで書き込むか」という話しなどを自民党の立場で話

されたことも普段きくことができない話しだった。 

「調査視察等の報告書」第5号－2様式① 

 



1 日目 パネルディスカッション「多様な人材の参加促進の観点から地方議員

のなり手不足問題を考える」。 

 辻陽氏（近畿大学法学部教授）より、2023 年地方自治法改正で、議会や議

員の役割がどのように議論され、法にかかれているかの説明があった。地方自

治法改正で、地方議会の役割及び議員の職務等が明確に記されたが、その効果

として「各議会における議会運営上の工夫や議会に対する住民の理解を深め、

関心を高める取組などにより、多様な人材を議会へ参画に資することを期待」

（当時総務大臣答弁）、とのことが紹介された。全国的な努力方向として、議

会への住民参加や理解を深めていくことが確認されたことは、日進市議会の議

会運営や議会報告会のあり方議論の中でも活かしていきたい。 

 また、全国の事例として、グループワークも行い話し合った市議会子ども教

室の取組（札幌市議会）、生徒たちがまちづくりに関する質問を行ない市長や

担当部長が答弁する高校生議会（宇都宮市議会）の報告が有り、大変はげまさ

れた。議員の活動をどう市民に伝え、関心を持ってもらうか、そこのことが街

づくりにつながると、両議会とも積極的に議論し実践していることに学ばされ

た。 

 その上で、議員の身分保障やハラスメント相談窓口の設置、介護・子育てへ

の配慮などもしっかり行なうことが、次の議員候補者をつくっていくことにな

ると、白石氏（読売新聞東京本社政治部）の報告でわかった。牧原氏（東京大

学教授）の「議会における不変の熟した議論の場を活性化」が議会自体の魅力

であり、求められるとの提起にきちんと向き合いたい。 



2 日目 課題検討 「地方議会議員のなり手不足問題の取組報告」。 

 牧瀬稔氏（関東学院大学教授）から、統一地方選挙における無投票率の推移、

特に県議と町村議員の無投票が多い実態が報告された。議員が身近ではなく、

小学生のなりたい職業 60 位中議員は 58 位という現状。「政治でまちを変えら

れる」という展望を話すことで、議会や議員の役割を感じてもらえる、との提

起に、若者への対話をしていこうと勇気づけられた。 

 その上で、長野県岡谷市議会の実践では、議会基本条例の制定後、議会報告

会の開催や会派活動報告書のホームページへの公表・掲載など、議会改革の取

組をすすめている。2024 年度、6 会場で市民との「対話集会」を行なったこと、

アンケート結果に「議員一人ひとりが市民と向き合い、アンケート結果等をふ

まえて、全議員で構成する議会改革検討委員会で結論をだす」と議員が市民と

向き合っていく気概は大事だと感じた。 

鹿児島県内の女性議員を 100 人にする会の「議員に挑戦してみませんか」と

の企画など積極な取組、市民の多様な意見を市政に反映するため広報公聴委員

会を充実させてきた石川県白山市議会の取組の積極性を見習いたいと感じた。 

 今回、全国の議会が自らの役割を自覚し、積極的に住民や若い世代との対話

を重ね、一緒に地方自治をすすめていこう、という姿勢に大いに学ばされた。

今、日進市議会が年 1 回以上の議会報告会の開催規定すら変えようとしている

ことは、全国的な流れと逆行すると感じた。 

以上 
 

 



「調査視察等の報告書」第5号－2様式① 

 

 

調査視察地等の報告書 

2025年 11月 7日  

 

 日進市議会議長  

  福安淳也 様 

                    

議 員 名  ごとうみき 

                    

実施年月日 2025 年 

    10 月 9 日から 

               2 日間 

    10 月 10 日まで 

行き先 

栃木県 

ライトキューブ宇都宮 他 

目 的 第 84 回全国都市問題会議参加 

報告事項 

基調講演「人口減少・成熟時代の都市とまちづくり」           

広井良典氏（東京大学名誉教授） 

  江戸時代からの人口推移と 2100 年までの推計を基に、これからの都市づくりの考

え方を話された。今後の首都圏の急速な高齢化、人口 20 万人以下の地方都市のシャ

ッター通り化の課題をどうとらえるか。広井氏の「車移動、郊外ショッピング型のま

ちづくりから、歩いて楽しめるまちづくりを」との提案がなされた。ドイツのエアラ

ンゲン（人口約 10 万人都市）の例がだされ、ゆるやかなコミュニティの形成、環境・

福祉・経済の相乗関係ができてきるとのこと。参考になると感じる。 

  



しかし、日本の都市づくりは、規制緩和の流れの中で、商店街中心から郊外ショッピ

ングモール型に変わり行き詰まりを迎えている。また、高度経済成長時代の農村から工

場へ、と都市への労働者移住政策がとられたことなど、社会全体の経済動向とまちづく

りは密接に結びついている。ここへの言及と今後の経済動向の在り方には触れらえなか

ったのが残念。 

 若者の「ローカル意識」に依拠した商店街の復興を、と言われたが、そのための企業

の社会的役割や政治の役割も大事になってくると感じた。 

 各報告 コンパクトな街づくりの形成をテーマに 4名の方の報告。 

  開催都市の佐藤栄一宇都宮市長の宇都宮駅周辺への集中政策について、ライトライ

ン開業、それにあわせたバス路線の見直しとバスの増車、40 歳以下の家賃補助制度な

ど具体策と合わせての報告がよかった。特に、地域交通への補助、バス赤字補填など、

行政あげてのまちづくりの姿勢はみならいたい。 

 また、大西秀人高松市長からは、「公共交通促進条例をつくって市が推進。電車とバ

スの乗換に市が 80 円の補填をだす。需要と合わせて公共交通を守り発展させる」との

報告が四国の都市としての生き残りをかけた決意と合わせて感動した。中央商店街を整

備し、高齢者対応の地域包括センターもはいり、土日は車もとめて駅前は歩行者天国に。

駅前の資産価値があがり、固定資産税で 1.3 億円の増収、との報告に希望が持てた。ま

た、瀬戸内国際芸術祭と合わせて島の魅力を発信、島に 100 人が移住、小中学校が復活、

保育園も復活。市も芸術士を保育園や学校に派遣し子どもたちがワクワクしながら芸術

を楽しむ様子を報告してくれた。大いに参考としたい。 



 他の報告を聞いても、車社会からの転換で、歩道や広場の整備をすすめることで新た

な街をつくる事例が報告された。続く、パネルディスカッションでも、バス会社のネッ

ト―ワーク化とバス路線充実の努力、やまちなか広場をつくっている経験、自治体から

の「公共交通をまちづくりにいかに活かすか」という報告などがつづいた。今、日本社

会全体の街づくりの考え方がかわってきている、と感じた大変有意義な取り組み報告だ

った。 

＜現地視察＞ クローバル企業 視察 

 バネをつくる村田発條株式会社清原工場を視察。工場団地内にあるバネ製作工場を見

学させてもらった。間違い防止の様々な工夫やモノづくりの尊さを実感。一方、トラン

プ関税による影響を大きくうけ経済的支援が欲しいという要望や施若者に製造業を選

んでもらえず、大卒を何年も採用できていない、など厳しい経営実態もはなされ、参考

になった。誘致して終わりではなく、どう企業活動が発展させていけるかも大事な視点

だと感じた。 

 パナソニックの宇都宮工場を視察。障害者雇用にも力を入れていること、返品された

商品の原因を探し出し修理し廃棄せず使えるようにする、という部門をもつ工場で、新

製品作成より高度な技術がいる作業工程も見学させてもらった。非正規で働く人も多

く、入れ替わりも多いので「研修部屋」は常に開放しいつでも学んだり動作をチェック

できるようにしている、とのこと。働きやすい環境整備について考えさせられた。  

 初めて都市問題会議に参加したが、街づくりという大きな視点で物事が考えられるよ

い機会だった。                            以上 

 



参考　第３号様式（第１３条関係）

ＮＯ１

議員氏名 ごとう　みき

科　目

資料購入費

資料購入費

研修費

研修費

研修費

研修費

150,000 154,890 -4,890

31,190 23,110

全国市議会議
長会研究
フォーラム宿
泊費

全国都市問題
会議宿泊費

28,000 -4,890 9研修費

5

全国市議会議
長会研究
フォーラム交
通費（飛行機
代）

43,000 89,400 4

8研修費

全国都市問題
会議視察参加
費

10,600 54,300 7研修費

13,000 64,900 6

150,000 150,000

「福祉のひろ
ば」購読料

6,600 143,400 1

2025年9月17日

全国市議会議
長会研究
フォーラム参
加費

9,000 132,400 3

『あいちの保
育問題資料
集』購入費

2,000 141,400 2

11,500 77,900

2025年度交付分

2025年９月25日

2025年9月25日

2025年度政務活動費会計帳簿

（単位：円）

合　計

2025年4月4日

2025年4月23日

2025年8月6日

2025年8月18日

2025年8月18日

2025年9月17日

年月日 摘　　　要

全国問問題会
議参加費

全国都市問題
会議交通費

収　入 支　出 残　高
 領 収 書
 番 号



参考　第６号様式

旅費精算内訳書

年 8 月 27 日 ～ 年 8 月 28 日 （ 1 泊 2 日 ）

交 通 費 内 訳

円

円

円

円

円

※　種別は、飛行機、ＪＲ、鉄道、地下鉄、バス、車　等を記入のこと。

期　　間 2025 2025

月日 種別 明　　　　細

氏　　名 ごとう　みき

目　　的 第20回全国市議会議長会研究フォーラムin札幌　への参加

行 き 先 札幌市

金　額（円）

17,890

8 ←→

飛行機 中部国際空港 → 新千歳空港 ANA1107

27 ←→

／ ←→

25,110

8 ←→

飛行機 新千歳空港 → 中部国際空港 ANA712

28 ←→

／ ←→

←→

←→

←→

／ ←→

政務活動費充当額 54,500

差　引　額 0

交通費小計 43,000

宿　泊　料 11,500

実績合計額 54,500



参考　第６号様式

旅費精算内訳書

年 10 月 8 日 ～ 年 10 月 10 日 （ 2 泊 3 日 ）

交 通 費 内 訳

円

円

円

円

円

※　種別は、飛行機、ＪＲ、鉄道、地下鉄、バス、車　等を記入のこと。

第87回全国都市問題会議　参加

栃木県宇都宮市

ごとう　みき

東京

宇都宮

宇都宮

東京

名古屋

→

交通費小計

宿　泊　料

実績合計額

政務活動費充当額

差　引　額

31,190

28,000

59,190

59,190

0

←→

／ ←→

／ ←→

←→

←→

指定席特急券

新幹線なすの２６９ 自由席特急券

2025 2025

新幹線のぞみ250　

←→

←→

名古屋

東京

名古屋

明　　　　細

往復乗車券

→

目　　的

行 き 先

期　　間

氏　　名

8

月日 種別

JR

JR

JR

金　額（円）

／

10

5,120

4,920

2,510

15,400

3,240JR

JR →

→宇都宮

東京

←→

10 新幹線のぞみ61 指定席特急券

新幹線やまびこ216 指定席特急券

10














